
上尾市西貝塚環境センターの入札に関する第三者調査委員会調査報告書【令和４年度版再発防止策実施状況報告書】【概要版】

①事件概要
平成29年10月30日、上尾市西貝塚環境センターの業務に関する入札を巡り、

当時の上尾市長(元市長)及び上尾市議会議長(元議長)並びに明石産業(株)代
表取締役(社長)らが共謀の上、秘密事項を漏らしたとして、官製談合防止法
違反や公契約関係競売入札妨害の疑いで逮捕された。
さらに、センター業務に関し、社長と元議長はあっせん贈収賄の疑いで、

また、社長と元市長は受託贈収賄の疑いで、再逮捕、起訴され、平成30年4月
までには、起訴事実すべてについて、全員有罪判決が確定した。

②再発防止策の提言・実施【概要】
事件を受け、平成30年5月24日に上尾市西貝塚環境センターの入札に関す

る第三者調査委員会が設置された。同委員会は、背景事情や原因等を調査分
析し、入札制度の問題、三者の癒着関係、元議長の職員人事等への不当介入、
議会の監視機能の欠如、政治家の政治倫理・コンプライアンスの欠如、職員
のコンプライアンスの欠如、既存内部通報制度の機能不全を指摘し、平成31
年3月18日に10項目の再発防止策を提言した。
本報告書は、これらの提言について、事件発覚後から令和5年1月末日まで

の市の取り組みを昨年度に引き続きとりまとめ、同委員会の元委員長による
外部評価を経て報告するものである。

③外部評価員の評価
議会側では、上尾市議会議員政治倫理条例において、①資産公開制度が導

入されていないこと、②市が行う請負工事等の受注制限の範囲が極めて狭い
こと等の問題が未だ解決されておらず、残された重要課題と言わなければな
らないが、議員研修会を実施するなど再発防止のための前向きな姿勢も窺え
る。また、行政側も、内部統制の試行運用などにより、コンプライアンス意
識も醸成されてきたものと思料され、一定の評価をすることができる。
上尾市政の過去の歴史や政治風土に鑑みれば、今後ともけっして気を緩め

ることなく、より一層の努力を望むところである。

再発防止策の提言・実施状況【詳細】

提言１
入札制度の改善

・予定価格の事前公表制、最低制限価格の算出
割合の固定制の効果検証

・「上尾市の契約に係る入札参加停止等の措置
要綱」の厳格運用

・上尾市建設工事等請負業者審査委員会委員
への外部有識者加入

実施

提言２
政治倫理条例の制定

・次の①～⑤を含む条例の制定
①政治倫理基準の明示 ②資産公開制度
③政治倫理審査会の設置 ④市民の審査請求権
⑤市民の問責権

概ね
実施

提言３
職員倫理条例の制定

・次の①～③を含む条例の制定
①職員倫理基準の明示 ②内部通報制度の見直し
③不当な要求を断れる組織体制の確立

実施

提言４
執務室への立ち入り制限

・執務室への立ち入りを制限する規程の制定
・物理的な対策の実施

実施

提言５
面会記録作成の徹底

・面会記録作成の徹底
・市長室や議長室等への防犯カメラの設置

実施

提言６
ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ意識の徹底

・コンプライアンス意識の徹底を図る研修の
継続的な実施

・入札や契約に特化した研修の実施
・内部統制の試行運用

実施

提言７
法曹資格者の採用

・法曹有資格者（弁護士）を職員として採用 実施

提言８
公用車の適正利用

・公用車にドライブレコーダーを設置
・ドライブレコーダーの管理規程の制定

実施

提言９
市民による監視の強化

・市民の市政に対する監視機能の向上
・積極的な情報発信

実施

提言10
提言内容の定期的な評価

・提言内容の進捗管理
・評価結果の公表

実施

④評価を受けて
市ではこれまで第三者調査委員会の提言を受け、頂いた10に及ぶ提言の一

つ一つに真摯に向き合ってまいりました。
事件から5年、提言を受けてから4年が経過し、これまでの間、再発防止の

ための各種取り組みを着実に実施してまいりました。今後も事件を風化させ
ることがないよう、引き続き、コンプライアンス意識の徹底を図りながら、
全職員一丸となって、公平な政治、公正な行政をしっかりと推進してまいり
ます。

令和５年３月

上尾市長 畠山 稔


